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土地「地番（lot number）」を示すデータは、2023年1月に法務省から登記所備付地図データ（地図XML）が全
国分公開され、現在、それを利用したWebサービスが展開されつつある。しかし、本データがどのような目的で
整備され、住所とどのように異なるのかは十分に理解されていない。一方、住居表示に代表される「住所
（address）」は、我々にとって最も身近に利用されている位置を示す情報であるが、これまで包括的かつ自由に
使用できるデータ整備は限定的であったが、デジタル庁にてアドレスベースレジストリが整備された。そんな
中、2023年6月にマイナンバーカードの情報登録において、住所情報の表記揺れ問題が社会的に認知された。こ
れは、住所データ活用が容易でないことを示している。これらを踏まえて、本セッションでは土地地番や住所の
違いやそれぞれに関わるどのようなデータが存在するのかを整理し、行政における制度的運用や実態を踏まえ
て、データ活用のための取り組みや技術的留意点について議論する。
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１．はじめに 

 登記所備付地図とは，不動産登記法（平成 16 年法

律第 123 号）第 14 条第 1 項の規定に基づき，全国の

法務局（登記所）に備え付けられている，「各土地の

区画を明確にすることを目的とした地図」（14 条 1

項地図）を指し，登記記録とともに土地の位置座標

や区画（筆界）を公共測量座標系で示すものである。

14 条 1 項地図は 2022 年 5 月時点で全国約 427 万枚

整備されているが，日本の土地の状況を網羅する上

では十分とは言えない。実際その範囲外では，現在

でも明治 6 年の地租改正条例等において作成された

旧土地台帳附属地図などを含む「地図に準ずる図面」

（公図：約 309 万枚）が使われている。この公図は，

一般的に公共測量座標系を伴う現地の座標を有して

いないため，測量精度や正確性は有していない（鮫

島，2004；法務省民事局，2022）。 

 これら 2 つの種類の地図や図面は，法務省におい

て「登記所備付地図データ」（地図 XML）として XML

形式で統一的に整備されている。これまでは，地図

証明書・図面証明書として法務局で写しの交付を受

ける方法や，インターネットで PDF データ閲覧する

「登記情報提供サービス」が提供されてきたものの，

いずれも閲覧を目的とした利用に留まっていた。そ

こで「世界最先端 IT 国家創造宣言・官民データ活用

推進基本計画」（令和 3 年 6 月閣議決定）等に基づく

検討などを経て，図 1 のスキーマからなる地図 XML

を踏襲し，2023 年 1 月 23 日より G 空間情報センタ

ーを介して，法務省が加工可能な形式で全国分を無

償公開を始めたことを契機に（法務省民事局，2023），

デジタルデータとして広く利用できるようになった。 

 以上の背景を踏まえて本稿は，地図 XML の公開

とほぼ同時期に筆者らを含む有志で始まった「法務

省地図 XML アダプトプロジェクト（Adopt Map 
XML Project）」（以下，amx-project）における活動経

緯を中心に，地図XMLデータ公開について整理し，

日本の土地データ共有を巡る新展開を概観する。 

日本における土地のデータ化を巡る新展開 
-「法務省地図 XML アダプトプロジェクト」を事例に- 

 
瀬戸寿一*・岩崎亘典**・藤村英範*** 

 

New Developments in Address and Land Datalization in Japan 
- The Case of Adopt Map XML Project (amx-project) for National Land Register XML Data - 

 
Toshikazu SETO*, Nobusuke IWASAKI**, Hidenori FUJIMURA*** 

 
 

Abstract This article examines the activities and developments surrounding the public release of Map 
XML data in Japan, particularly the voluntary initiative. To address data distribution and file format 
challenges, the "Adopt Map XML Project (amx-project)" was launched on GitHub in January 2023. 
Their primary endeavor was to redistribute all data, providing an easier bulk download interface. Many 
tools and web map viewers emerged in the week following the public release, allowing users to visualize 
and utilize the data. The amx-project used GitHub's open platform to continuously discuss its direction 
and technical considerations. While amx-project operates voluntarily without adopting traditional 
project management, its role in sharing the potential and challenges of spatial data, exploring open-
source technologies, and serving as a community hub for digital map developers and users is crucial. 
 
Keywords: 法務省地図 XMLアダプトプロジェクト （Adopt Map XML Project），登記所備付地図
データ (National land register map data), 住所 (address), FOSS4G (Free and Open Source Software for 
Geospatial), ベクトルタイル形式 (Vector tile format) 
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図 1 地図 XML スキーマの静的構成図 

（https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00171.html） 

 

２．地図 XML の仕様と amx-project の発足経緯 

 2023 年 1 月に G 空間情報センターで公開された

地図 XML データは，図郭ごとのファイルを市区町

村（法務局出張所）で１つの ZIPファイルとして提

供され，展開するとさらに細かいエリアごとの ZIP

ファイルが大量に生成される仕様となっている（図

2）。データを取得しても地図 XML のままでは，GIS

ソフトウェアで直接的に地図表示を行うことは出来

ないため何らかGIS形式への変換作業が必要となる。 

 

  
図 2 G 空間情報センターでの地図 XML 提供例 

ところで地図 XML は，登記所備付地図の作成経緯

から，公共座標系と任意座標系の 2 種類のデータ形

式で構成され，共通のスキーマは図 1 の通りである。

後者の任意座標系データは，公共座標値を有してい

ないため，図 3 の通り，<zmn: X>や<zmn: Y>の数値

は図面の範囲内での座標値を示しているにすぎない。

したがって，GIS で他の地図と重ね合わせて利用す

る上では，地図 XML から GIS 形式へのデータ変換

だけでなく，地図上で位置を特定するためにジオリ

ファレンス等の加工が必要である。 

 

 

図 3 任意座標系の地図 XMLファイル 

（東京都千代田区: 13101-0100-1.xml）の表示例 

 

 以上のような，地図 XML データ自体の特徴に加

え，全国分のデータが初めて無償で公開された注目

度の高さから，公開直後から G 空間情報センターに

当初の想定を大幅に上回るアクセスやデータに関す

る問い合わせが殺到した。その結果，ダウンロード

ページがつながりにくい状態も発生し，データバッ

クアップや，負荷分散のためのデータ再配信，デジ

タル地図上での可視化も急務となっていた。 

 そこで，これら膨大なデータの配布方法やファイ

ルフォーマットの課題に対応するため，地図 XML

を従前から利用していた土地・不動産関係の専門家

だけでなく，同じ問題意識を持った地理空間情報技

術の有志が中心となり，インターネット上での開か

れた情報共有と協働作業を行う活動として，amx-
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（１） 地図 XML スキーマ 

地図 XML スキーマの静的構造図を図 1 に示す。なお，図中の省略表記の型は，

外部のスキーマに含まれる型である。破線は，それらの説明箇所を示している。

外部スキーマは主な型のみ記載している。 

図 1 地図 XML スキーマの静的構造図 

地図 XML スキーマの型ごとの仕様を以下に示す。なお，表中の仕様欄の内容は

XML Schema に規定されていない。地図 XML ファイルを取り扱うソフトウェア等で

チェックする。 

  

GM_Point

GM_OrientableCurve

GM_Surface

点番名
境界標種別

筆界点

名称
基準点種別

基準点

version
地図名
市区町村コード
市区町村名
座標系
測地系判別
変換プログラム
変換プログラムバージョン
変換パラメータバージョン

地図

主題属性

空間属性

線種別

筆界線

線種別

仮行政界線

id
大字コード
丁目コード
小字コード
予備コード
大字名
丁目名
小字名
予備名
地番
精度区分
座標値種別

筆

大字コード
丁目コード
小字コード
予備コード
大字名
丁目名
小字名
予備名
地番

筆界未定構成筆

地図番号
縮尺分母
方位不明フラグ
左下座標
左上座標
右上座標
右下座標
地図種類
地図分類
地図材質
地図作成年月日
備付地図年月日

図郭

調査年月
測図年月

分割図葉

1..*

形状

1

0..*

形状

1

形状

1

0..*

1

0..*

0..*

0..*

0..*

0..*

0..*

0..*

0..*

0..*

（２） 地図空間 
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project が 2023 年 1 月 23 日に GitHub organization

（https://github.com/amx-project）上で発足した（法務

省地図 XMLアダプトプロジェクト，2023）。 

 amx-projectにおいて最初に手掛けたプロジェクト

が，地図 XML データの全国分の再配布である。G 空

間情報センター内のダウンロードページは，公開当

初，都道府県ごとかつ複数のエリアに分かれて 1 つ

ずつダウンロードする方式であったため，利用者が

特定地域のデータのみを入手する場合は利便性が高

いものの，データセット全体を一括取得する方法は

一般的ではなかった。そこで GitHub の性質を活か

して，地図 XML データを一括取得しやすいアーカ

イブポータルとなるようリポジトリを用意し，公開

直後からデータ整備を始めて順次公開した。 

 このリポジトリはプロジェクトメンバーの古橋氏

により「kuwanauchi」と命名された

（https://github.com/amx-project/kuwanauchi）。具体的

には G 空間情報センターから取得した全 ZIPファ

イルを一度 unzip（フォルダ展開）した上で，欠損

等無いか確認し，再度 GitHub 上で公開可能な容量

になるよう ZIP圧縮して都道府県単位で公開する

GitHubページを作成した。また，データの利用規

約は，G 空間情報センターの表記を準用し以下の通

りとした（https://github.com/amx-project/ 

kuwanauchi01hokkaido/blob/main/LICENSE.md）。 

 

「G 空間情報センターを通じて法務省が提供する登

記所備付地図データ（以下「コンテンツ」といいま

す。）は、どなたでも以下の 1）~6）に従って、複製、

公衆送信、翻訳・変形等の翻案等、自由に利用する

ことができます。商用利用も可能です。コンテンツ

利用に当たっては、本利用ルールに同意したものと

みなします。」 

 

 1）〜6）の記載内容の詳細は上記 URL に記載され

ているため本稿では省略するが， 1) 出典の記載に

ついて，2) 利用の制限等，3) 禁止行為，4) 準拠法

と合意管轄について，5) 免責について，6) その他，

となっており，一部を除いて政府標準利用規約（第

2.0版）に準拠した。 

３．地図タイルの配信 

 次に再配布した地図 XML のうち，公共座標系で

地図上に展開可能なデータをウェブブラウザで表示

するために，クラウドネイティブなベクトルデータ

形式に変換して配信した。ここまでの作業はデータ

公開から 7 日ほどで準備し，配信にあたっては多数

のベクトルタイルデータを単一ファイルとして扱え，

Amazon S3 などのストレージプラットフォームでサ

ーバーレスに配信可能な PMTiles 形式を採用した

（https://github.com/protomaps/PMTiles）。この形式は，

国土地理院で試験公開中の「最適化ベクトルタイル」

でも採用されている。 

 ベクトルタイル「amx-a」の仕様は，GitHub で公開

されているドキュメントに整理した通りである

（https://amx-project.github.io/a-spec/）が，ベクトルタ

イルへの生成・変換のすべての工程をオープンソー

スソフトウェアで構築した点が大きな特徴で，その

スクリプト等はオープンソースの MIT ライセンス

（https://github.com/amx-project/a）で提供している。 

 ベクトルタイルは，fude（筆界のポリゴンデータ）

と daihyo（代表点のポイントデータ）の 2 種類から

構成され，fude についてはズームレベル 14−16，後

者はズームレベル 2−13 で構成されている。このう

ち，fude は以下の地図 XML の属性がほぼそのまま

付与されているが，筆 ID・version・代表点緯度・代

表点経度は便宜上除いている。 

 
l 座標系 （e.g. 公共座標 1 系） 
l 測地系判別 （e.g. 変換） 
l 地図名 
l 地図番号 
l 縮尺分母 （e.g. 1000） 
l 市区町村コード （e.g. 42212） 
l 市区町村名 （e.g. 西海市） 
l 大字コード （e.g. 025） 
l 丁目コード （e.g. 000） 
l 小字コード （e.g. 0000） 
l 予備コード （e.g. 00） 
l 大字名 （e.g. 西海町太田原郷） 
l 地番 
l 精度区分 （e.g. 乙一） 
l 座標値種別 （e.g 図上測量） 
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 地図タイル配信に伴い，ウェブ地図表示用のデモ

サイトが有志により製作された（図 4）。全国の 60GB

以上におよぶ地図タイルデータのホスティングに際

しては，筆者の藤村が「国連オープン GIS イニシア

ティブ」（http://unopengis.org/unopengis/main/main.php）

の活動として兼ねてから取り組んでいた「国連スマ

ート地図バザール」（https://github.com/unopengis/smb）

での技術的知見を援用して，IPFS（InterPlanetary File 

System： 惑星間ファイルシステム）と呼ばれる分散

型データ共有のプロトコルで配信を行うこととした

（Fujimura and Matsumura，2023）。これは，従来のよ

うな URL（Uniform Resource Locator）を指定する方

法ではなく，CID（Content ID）と呼ばれるハッシュ

値を用いて識別することで，改ざんされていないデ

ータであることを検証可能な方式であり，分散型デ

ータ共有に関する技術分野において注目されている。 

 

 

図 4 地図 XML のウェブ表示用デモサイト「a」 

（https://amx-project.github.io/a/） 

 

４．データ再配布とタイル配信後の波及効果 

 地図 XML 公開直後より，amx-project に直接関わ

るツール以外にも様々なサービス等が開発された。

ここでは，地図 XML の公開直後にリリースされた

主要なツールやサービスでオープンソースを活用し

たものを中心に幾つか紹介する。その一例が，地図

XML から GIS ソフトウェアでの表示に適したデー

タ形式への変換ツールの提供である。その代表的な

ものがデジタル庁による GeoJSON変換用 Pythonコ

ンバータ「mojxml2geojson」（https://github.com/JDA-

DM/mojxml2geojson）である。これは，農林水産省の

eMAFF 地図の取り組み（農林水産省，2023）におい

て，登記所備付地図データを変換して農地台帳や水

田台帳と紐づける実証を行った際に，農林水産省職

員が自ら作成したプログラムを譲り受け Python で

書き直し公開したものである（デジタル庁，2023）。 

 同コンバータは地図 XML のデータから基準点・

筆界点・筆界線を除く属性を抽出し，公共座標系を

有するデータは，座標値を経度・緯度（JGD2011）に

換算し，属性として代表点座標を追加するものであ

る。他方，任意座標系のデータは座標値の換算を行

わないため，全ての地図 XML データが地図上に展

開できない。ちなみに，登記所備付地図データ自体

は，デジタル庁が推進する住所・所在地のマスター

データを ID連携する「アドレスベースレジストリ」

とも関連している。ここでは，特に住居表示を実施

していない地域では「地番」が住所・所在地の表記

として用いられることから，すでにアドレスベース

レジストリで利用されている国土地理院の電子国土

基本図（地名情報）や国土交通省の位置参照情報と

併用して，地番単位での ID 連携ができるようにな

ることが期待される（デジタル庁，2023）。 

 この他，一例をあげると JSON 変換ツール

（https://github.com/amx-project/xml2json-js），測量機

器や CAD ソフトで使われる SIMA や KML・

GeoJSON 形式への変換ツール（ https://www.n-

survey.com/gis/converttool2/），さらには，公共座標系

の地図 XML ファイルの簡易的な地図表示と

GeoJSON 変換が可能な「法務省地図 XML Viewer

（Geolonia）」（https://geolonia.github.io/chiban-viewer/）

などがそれぞれ提供されている。 

 加えてベクトルタイルを利用した地図閲覧サービ

スも提供された。オープンソースライブラリ

MapLibre.JS による「今ここ何番地？（オフィス白土）」

（https://office-shirado.github.io/Moj_Maps/）（図 5）や，

「法務省地図 XML（PMTiles） MojMap（shi-works）」

（https://shi-works.github.io/MojMap/）が公開開始初

期の先例である。また 2 月 14 日には，株式会社マッ

プルから「MAPPLE 法務局地図ビューア」が公開さ

れ，無料のアカウント登録を要する代わりに
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GeoJSON 形式のダウンロードも可能である。 

 このように，多くの変換ツールやウェブ地図ビュ

ーワーは，G 空間情報センターから地図 XML デー

タ公開後，ほぼ 1週間以内で相次いで提供され，現

在でもビューワーの表示速度や機能などアップデー

トが続けられている。 

 

 
図 5 「今ここ何番地？【無料版】」の表示例 

（https://office-shirado.com/imakoko/map/） 

 

５．地図 XML データの傾向 

5.1．地図 XML データ全体の特徴 

 ここでは，G 空間情報センターから公開され，

kuwanauchi で再配信された地図 XML データの全体

的な傾向を概観する。集計にあたっては，坂井（2023）

によって MySQL を用いてデータベース化された

「登記所備付地図データダイジェスト」から 47 都

道府県ごとの各 XML ファイルの主な記載内容と，

図郭情報の集計データを参考にした。 

 地図 XML の基本となる ZIP ファイルは 314,172

あり，都道府県単位では，愛知県（16,470）・千葉県

（16,460）・新潟県（14,240）の順に多く，市単位で

は，千葉県柏市（2,842）・愛知県豊田市（2,256）・富

山県富山市（2,213）の順に多かった。このうち，任

意座標系のファイルは 180,142（57.3％）であり，公

共座標系を有するものは 134,030（42.7％）であった。 

 次に地図 XML ファイルの中に含まれる図郭単位

（e.g. 区 C-31）のデータによれば，全国分で

7,494,854 の図郭が確認され，このうち 14 条 1 項地

図に該当するものが 4,348,421（58.0％），地図に準ず

る図面（公図）に該当するものが 3,146,433（42.0％）

であった。図郭については，平均すると一つのファ

イルに 23.8 枚が含まれる計算となるが，図 6 にまと

めた図郭数の上位 20 地域の ZIP ファイルを集計し

た結果によると，最も多い広島県江田島市（34215-

2401-46.zip）には，962 図郭分のデータが含まれてい

ることがわかった。実際，この地図 XML の ZIPフ

ァイルを展開すると 637MB の巨大な XML データ

が生成される。このことから，登記所備付地図が作

られた地域の特徴など，図郭の区分方法んついて必

ずしも統一的ではないことが伺える。 

 

 

図 6 ZIPファイル単位での図郭数（上位 20 地域） 

 

5.2．公共座標系データの特徴 

 公共座標系データはGIS上に展開できることから，

5.1 で取り上げた「登記所備付地図データダイジェス

ト」や「登記所備付地図データ・公共座標整理状況

マップ（Geolonia社提供）」により都道府県や市区町

村別の概観を確認することができる。さらに 2023 年

8 月には，ウェブ地図上での表示を基本とする

PMTiles に加えて，GIS ソフトウェアで解析可能な

データとしてクラウドネイティブで，より軽量に扱

える FlatGeobuf（Seto and Nishimura, 2022; 岩崎, 2022）

での提供が amx-project において開始された。そこで，

公開サイト（https://github.com/amx-project/f）から取
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得した，全国分の約 70GB・107,361,007 の筆界（ポ

リゴン）データを属性ごとに集計した結果を述べる。 

 分析に用いた属性は 3節に示す通りで，座標系か

ら座標値種別までの 15 項目であり，市町村コード

に基づくディゾルブ処理により市町村ごとに 1 つに

まとめた筆界データを基に，市町村面積に対する筆

データの占める面積を QGIS 上で算出した（図 6）。 

 

 

図 6 市町村面積に対する公共座標系データの割合 

 

 市町村単位で公共座標系を有する筆界データの総

数・面積が多い地域は，東広島市（623,183 筆 ; 

509.34km2）・一関市（569,011 筆; 1,069km2）・高松市

（545,631 筆; 310.81km2）の順で，いずれも自治体面

積に占める割合が 80％以上を占めた。公共座標系を

有する筆界データの面積割合が 8割以上を占める自

治体数は，全国で 360（18.8％）確認され，三大都市

圏以外を中心に広く分布している（図 6）。 

 具体例として，図 7 に示すのは一関市周辺の分布

状況である。一関市では，自治体面積の約 85％が網

羅され，市街地だけでなく農業地域や林野部などで

も広く筆界データを確認することができる。また，

隣接する周辺市域でも広く公共座標系データを確認

することができ，土地の区画を連続的に捉えること

ができる。特に，東日本大震災で被災した地域では

地籍調査が市町村により実施されたこともあり，こ

れらの地図データが登記所に備え付けられるだけで

なく，集団移転の造成地の用地調査など震災復旧・

復興の用途にも活用されている（岩手県，2023）。 

他方，仙台市などの都市部では，必ずしも公共座標

系データの割合が高いとはいえず，市町村単位で細

かく見ることで，公共座標系を有する筆界データの

分布に偏りが生じていることが明らかとなった。 

 

 

図 7 一関市周辺の公共座標系データの分布 

 

 各自治体単位の面積は大きくないものの，沖縄県

では県全体で公共座標系データを多く有しており，

図 8 のように広範囲でデータが分布する（図 8）。こ

の背景には，鮫島（2004）や宮﨑（2012）が指摘す

るように，第二次世界大戦の戦災による土地所有権

の混乱を解消するための調査実施が大きいと考えら

れる。鮫島（2004）によれば，昭和 47 年 5 月の本土
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復帰までに調査対象面積 1,795km2の約 7割にあたる

1,261km2が，当時の琉球政府によって調査され，復

帰後も国土調査法に基づき，位置境界不明土地・地

図混乱地域などでの調査が継続された結果，現在で

は，ほぼ全ての筆界が確定している。 

 
図 8 沖縄市周辺の公共座標系データの分布 

 

 次に地図 XML に記載されている精度区分の表記

に着目する。精度区分は図 9 に示す通り，甲 1～甲

3 あるいは乙 1～乙 3 が定められており，例えば，市

街地地域（甲 2 まで），村落・農耕地域（乙 1 まで），

山林・原野地域（乙 3 まで）といった分類に基づき，

それぞれ位置誤差が定義されている（表 1）。 

 これに基づき，公共座標系データを有する全筆界

の精度区分を集計したところ（表 2），村落・農耕地

域で使われる乙一が最も多く，46,523,913（43.3％）

を占め，縮尺分母も平均 1/734 程度であった。市街

地地域において 1/500 より大縮尺の精度を示す甲 1

〜甲 2 のデータは 2,091,257（1.9%）であった。その

他，精度区分が未記載のものが 9,086,044（8.5%）あ

り，縮尺分母の平均値が 700-1000 の中間の値を示す

ことから，乙一に多くが該当することが予想される。 

 

表 1 筆界点の位置誤差と精度区分 

 
・Sは、筆界点間の距離をメートル単位で示した数 
・αは、図解法を用いる場合において、図解作業の級が、A級であ
るときは 0.2に、その他であるときは 0.3に当該地籍図の縮尺の分
母の数を乗じて得た数 
・Fは、一筆地の地積を平方メートル単位で示した数 

（福島市「地籍調査事業について」より引用） 

 

表 2 筆界ごとの精度区分と縮尺分母の平均 

精度区分 筆界数 縮尺分⺟の平均 

甲 1 1,545,793 490.35 
甲 2 5,454,654 482.34 

甲 3 32,778,002 536.00 
⼄ 1 46,523,913 734.79 
⼄ 2 10,973,790 1111.12 
⼄ 3 998,811 1360.45 

未記載 9,086,044 868.78  
107,361,007 797.83 

 

 このようにGISデータ形式で集計可能な公共座標

系データは，その属性データと共に空間的な分布を

定量的に検討し地域的に比較できるため，さらに詳

細な空間分析での活用が期待できる。 

 

６．おわりに 

 法務省が G 空間情報センターを通じて 2023 年 1

月より一般公開した登記所備付地図データは，その

データボリュームや詳細度を含めて広く注目され，

amx-project に限った取り組みでも，Code for Japan 

(2023)によるオンラインイベント「緊急企画：法務省

地図 XML ハックナイト〜奥深き公図の世界によう

こそ〜」や，片岡（2023），法務省地図 XMLアダプ
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トプロジェクト（2023），瀬戸（2023）などを通じて，

地図 XML自体の普及啓発に努めてきた。また，amx-

projectはオープンな取り組みとしてGitHubの Issues

を活用しながら常にプロジェクトの方向性や，検討

すべき技術などを公開コンテンツとして発信しなが

ら議論してきた。図 8 はその一例を示したものであ

り，2023 年 8 月 29 日時点ですでに議論が終了した

ものを含めて 31 のスレッドが確認され，これ自体

も活動の重要な記録となっている。 

 

 

図 8 amx-project の GitHub issues のページ 

（https://github.com/amx-project/0/issues） 

 

 これらの活動は，地図 XML 自体が利用の制限や

禁止行為などを定めており，個別の項目について議

論の余地もあるものの，政府標準利用規約に準ずる

形で公開されたことにより，オープンソース活動の

共通理念でもある，いつでも・誰でも・無料でデー

タを活用することが可能となった点が大きい。これ

に伴い，従前の使い方である紙や PDF以外での利用

シーンが，短期間ながら様々な形で実現した事実は

特筆に値する。 

 他方，地図 XML データを用いた筆界単位の地理

的可視化が多様な主体によって行われたことを背景

に，そのデータ検証も広く利用者間で進んだ結果，

地図 XML データに関する幾つかの課題も明らかと

なった。その例として，公共座標系での位置が正確

でないデータや，大字名・小字名など住所の記述エ

ラーなどがあげられる。また，地図 XML から GIS

データに変換するツールについても，任意座標系の

場合は基本的に GIS データ化をスキップする仕様

となっているため，地図 XML側の定義ミスに起因

し，実際には公共座標系のデータになっているもの

には対応できていない。これらの地図 XML データ

を巡るバグは，法務省のウェブサイト上でも意見・

提案フォームを通して報告できるようになっている

ものの，迅速なデータ自体のエラー解消や品質改善

などには必ずしも至っておらず，土地のデジタルデ

ータをめぐる品質向上の仕組みとして，その方法論

を含めて今後議論の余地があると考えられる。 

 本稿が対象とした amx-project は，ボランタリーか

つ従来のトップダウン型によるプロジェクト管理手

法を敢えて採用しておらず，プロジェクト自体の進

捗管理を要するタスクには向かない。しかし，地図

XML や住所データについて従前から利用されてき

た，土地や不動産を専門とする方々に限らず，社会

のデータインフラとして，データの有する可能性や

課題を GitHub などオープンな場で共有すると同時

に，地理空間情報をめぐる大規模データの提供に関

わるオープンソース技術の試行や，あらゆる知見を

共有するための場（コモンズ）として，今後もデジ

タル地図の開発者・利用者に向けたコミュニティと

して維持することが肝要であると結論づけられる。 
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Organized Session

SIG-GISシンポジウム
Chair: Morishige Ota (Kokusai Kogyo)
Sun. Oct 29, 2023 2:10 PM - 3:50 PM  Room A (C-203   2nd floor of New Bldg. C)
地理空間情報に関連する標準化は、1990年代から本格化し、それ以来、汎用的かつ基本的な標準、応用分野に特
化した標準、そして標準に準拠する各種の仕様などが整備されることにより、地理空間データの交換や活用が促
進されつつある。一方、数多くの標準や仕様が生まれることにより、このままでは、それらの関係が複雑化
し、フォーマット、データ品質、用語定義の違いなどが原因となって、異なる応用分野で作られたデータの共用
や統合を行う際に、障害が起きることが危惧される。そこで、地理空間情報標準調査会（SIG-GIS）は、信頼性の
担保されたデータの主権を守りつつ、広く共用するためのルールや仕組みを検討するものである。 
　このシンポジウムでは、GIS学会の会員及び関係者の皆様に、会の趣旨をご理解いただき、ご協力いただくこと
を目指して、SIGのメンバーを中心に、国内外の地理空間情報に関わる標準や仕様の制定の経緯と現状について発
表し、今後の発展可能性を議論する。
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Organized Session

デジタルアース研究の現状と将来展望（2023）
Chair: Hiromichi Fukui
Sun. Oct 29, 2023 9:00 AM - 10:40 AM  Room B (C-303   3rd floor of New Bldg. C)
中部大学国際GISセンターは、2014年に文部科学大臣による共同利用・共同研究拠点の認定を受け「問題複合体
を対象とするデジタルアース共同利用・共同研究拠点」として、GISをはじめ、情報科学、リモートセンシン
グ、社会工学等に関する研究者との共同利用・共同研究を通じて、サイバースペース上に構築される多次元・多
解像度の地球（デジタルアース）の研究開発を推進してきました。さらに環境、災害、感染症等の問題複合体の
研究者に対し、デジタルアースを提供し、共同利用・ 共同研究により持続可能な社会を構築するため、問題複合
体を解題し、合意形成に寄与するとともに関連諸科学の発展に貢献することを目的としています。本セッション
では、2022年度の拠点の共同研究成果の報告と、関連研究者によるパネル・ディスカッションを行い、デジタル
アース研究分野と問題複合体への学術によるアプローチについて展望します。
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Organized Session

シビックテックと防災 GIS
Chair:Michinori Hatayama(Disaster Prevention Research Institute, Kyoto University)
Sun. Oct 29, 2023 11:00 AM - 12:40 PM  Room B (C-303   3rd floor of New Bldg. C)
新型コロナウイルス感染症化において関連情報の発信において、シビックテックの活躍は記憶に新しいが、防災
分野においても、2011年に発生した東日本大震災を機に、地理空間情報を活用したシビックテックが注目される
こととなった。また、2011年以降、毎年日本を襲っている水害・土砂災害においても、令和元年東日本大震災時
のONE NAGANOや令和3年熱海での土石流災害などでシビックテックの活躍が目立った。気候変動の影響で巨大
化・広域化・頻発化する水害・土砂災害、発生が懸念される南海トラフ巨大地震に代表される巨大地震において
も、情報系の災害支援は期待されるところである。本企画セッションでは、近年の災害において注目された災害
時のシビックテックについて話題提供を行い、今後の地理空間情報を活用したシビックテック活動の在り方を議
論するとともに、防災におけるシビックテック学の可能性について議論を行う。
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Organized Session

ジオテクノロジーズの提案する地図・人流データ×リサーチ ～予測可能な世
界の創出に向けて～
Chair:Yuki Nakano(GeoTechnologies, Inc.)
Sun. Oct 29, 2023 2:10 PM - 3:50 PM  Room B (C-303   3rd floor of New Bldg. C)
ジオテクノロジーズは日本でも数少ない地図データの調査から、地図の作成・販売までをすべて行っている会社
です。近年ではトリマというアプリを用いた人流データの収集により、これまで以上のビッグデータの収集が可
能となりました。ジオテクノロジーズの強みである地図・人流データ×リサーチを用いた社会課題解決ツールにつ
いて実例を踏まえてご紹介します。また、当社では、それらの強みを活かした産学連携による共同事業開発の取
り組みも開始しております。日々研究に携わられている大学関係者や学生の皆さまへのヒアリング結果や他社事
例も交え、双方にとってWin-Winな関係を目指した当社の産学連携案についてご紹介いたします。
 

 


